
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

前
期

○ ○ 10

７歌唱③混声四部合唱「ふるさと」
混声四部合唱の楽しさ奥深さを知
る。

歌詞の背景を考える。パート練
習。同声合唱、高低合唱、内外声
合唱、合唱練習を通して自主練習
の力を培い、美しい合唱で歌える
ようになる。パート二人の合唱で
コンサート形式の実技テスト。

○

書く練習の目的を意識しながら、美しい合唱
を実現しようとしている。

○

芸術 音楽Ⅰ 2

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったリできるようになる。

生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくむとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造
していく態度を養い、豊かな情操を培う。美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方考え方を働かせ、
美的体験を重ね、生活や社会の中の美術文化と幅広くかかわる資質・能力を育成する。

音楽Ⅰ

知 思指導項目・内容

芸術の幅広い活動を通して、各科目における味方・考え方を働かせ、生活や社会の中の
芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次の通り育成することを目指す。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

五線譜と音符の成り立ちを理解し、音高とリズ
ムを自力で読み解けるようになっている。読譜
とリコーダー奏法を結びつけて演奏できる実践
力を意につけている。

歌唱における歌詞への理解と共感、器楽におけ
るアーティキレーションを大切にし、どのよう
に演奏するかを意図し、表現しようと努力でき
るようになっている。

ＯＮ！

○ ○ ○

○ ○ ○

態

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を
身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

楽曲の時代背景や作曲家の境涯を理解し、音楽を
深く学ぼうとする意欲を培っている。合唱練習を
通して協働して音楽を作り上げる喜びを感じてい
る。、

単元の具体的な指導目標

１五線譜の構成と音符の種類
各国の音名を知り、音部記号の意味
を理解する。　五線上の音名を読め
るようになる。
縦線と小節を知る。
音符の名称とその由来を知る。
音符の長さに対応する休符を知る。

英語イタリア語日本語の音名
五線の名称
ト音記号とヘ音記号の由来と意味
音名読譜
全音符　二分音符　四分音符　八
分音符　付点の意味　付点二分音
符　付点四分音符
音符に対応する休符

２リズム唱
一定のテンポでリズムを唱えられる
ようになる
一定のテンポでリズムうちができる
ようになる。

各音符休符のリズム唱法
4小節の楽譜のリズム唱
机叩きや手拍子、足踏みでリズム
を奏でる。リズム遊び。読譜の総
復習の筆記テスト。

３アルトリコーダー①
タンギングができるようになる。運
指を覚える。低音から高音まで吹け
るようになる。

タンギングを理解する。
左手の指使い、特にソ、ファ、ミ
の使い分け。
高音、低音の出し方のコツ。
リコーダーのリズム唱。童謡の探
り吹き。タンギングの個別テス
ト。

６歌唱②二部合唱「翼をください」
二部合唱ができるようになる。

同上
男声女声混合の二部、異声二部の
合唱になれる。

○

６歌唱①合唱に適した発声法ができ
るようになる（授業で毎回行う）。

準備運動、姿勢、複式呼吸法、発
声練習

音楽Ⅰ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

　五線譜の持つ情報について興味関心をもっ
て理解しようとしている。
ルールに則ってト音譜表第二線の1点ト、ヘ音
譜表の第四線カタカナへを基準に音名を解読
できる。
音符の種類と音化の関係を理解し、リズム唱
への基礎力を培っている。

　拍は一定のテンポで流れることを理解し、
テンポをキープしながらリズムを唱えたり奏
でられる。

ソ、ファ、ミの運指を混同せずに演奏でき
る。
タンギングの擬音「ティー」でリズム唱がで
きる。「ちょうちょ」「ぶんぶんぶん」「大
きな栗の木の下で」などの童謡を、楽譜を見
ずに吹ける。

自分の演奏技量はどの程度か決定できる。
自分の演奏レベルにあった曲を間違いなく選
ぶことができる。

配
当
時
数

4○ ○ ○

6○ ○ ○○

４アルトリコーダー②
自力で単純なリズムの楽譜を読み、
リコーだーを演奏できるようにな
る。

五線1段の簡単なリズムの楽譜を難
易度に6曲ものにする。

○

５アルトリコーダー③
自分の演奏技量の程度を知り、自分
のレベルに合った曲を選べる。

難易度順の1段の曲4曲を自力で練
習し、自分の技量を見極める。そ
の上で、自分のレベルに合った曲
を選ぶ、

○ 5

○

発声に関わる身体感覚を意識し、調整し、合
唱にふさわしい発声に近づけるよう意識して
いる。

○

○

上記の基本的な演奏技能を使いこなして、教
わらずに練習できる。

○

○ ○ ○

7

8

主旋律と副旋律の対比と和声感覚を味わいな
がら歌っている。

5○ ○

歌
唱
授
業
時
数

○ ○ ○



歌 器 創
知 思指導項目・内容 態単元の具体的な指導目標

表現

評価規準
鑑
賞

配
当
時
数

2

12創作
４～５名のグループによるボディ
パーカッションの創作の楽しさを知
る。

リーダーを決めて、コール&レスポ
ンスの部分とtuttiのクライマック
スによる楽曲の創作と発表会。

○

リズムのモチーフを確定してグループで教え
あいながら楽譜に書き留めている。テンポを
キープしている。アインザッツを合わせられ
ている。楽しいパフォーマンスにしようとし
ている。

○

2

8

合
計

78

○

14

９歌唱「小さな空」
聴き手の前で一人で臆せず、豊かな
表現で歌えるようになる。

合唱のパートでの音取り。歌唱指
導。一人で自主練習。独唱による
コンサート形式での実技テスト。

○

歌詞の発音を際立たせながら、歌詞の情感を
思いをもって歌唱表現しようとしている。

○ ○ ○ 8

○ ○ ○

８アルトリコーダー④
同じ技術レベル同士でペアを組み二
重奏曲の練習

5

正確な吹奏を基本としながら、豊かな音楽的
表現を追求している。

○ ○ ○

○

後
期 11鑑賞ディズニーアニメ「ピーター

パン」
映像と音楽の関連を知る。フルアニ
メの素晴らしさを知る。ライトモ
チーフを知る。

「ピーターパン」の視聴。

○

映像と音楽、特に運動に連動させた音楽のち
密さを聞き取ろうとしている。ライトモチー
フを聞きとろうとしている。これらが総合さ
れた作品の味わいを感受しようとしている。

○ ○ ○

10鑑賞　武満徹の世界
一人の人間の持つ音楽の多様性を知
る。

「小さな空独唱版」「小さな空混
声合唱版」「弦楽のためのレクイ
エム」「映画音楽怪談より雪女」
「映画音楽燃える秋テーマ曲」
「映画音楽青幻記」の視聴。

13歌唱「Caro　mio　ben」 原調の変ホ長調で原語で歌う。歌
唱指導の後は、個人練習で自分の
歌唱表現を追求する。コンサート
形式による実技テスト。

歌詞を理解し、その情感を表現豊かに歌い上
げようとしている。

先入観なく武満徹の生み出した音楽を感受し
ようとしている。

二重奏の練習を行う。適宜個別指
導を行う。デュオによる演奏会形
式の実技テスト。

○

○


